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	実験　「再生繊維をつくる」

化学Ⅱ　松本


１　目的

セルロースをいったん溶かしてから再生するレーヨンをつくる実験を行い、観察する。
２　注意

濃アンモニア水に注意！ 実験めがね着用。
３　準備

100 mL三角フラスコ、ゴム栓、200 mLビーカー、乳鉢、駒込ピペット、ピンセット、バット、硫酸銅（Ⅱ）五水和物、濃アンモニア水、2 mol / L NaOH、2 mol / L硫酸、脱脂綿
４　方法

1） シュワイツァー試薬の作成と紡糸液の作成
(1) 硫酸銅（Ⅱ）五水和物5 gを200 mLビーカーに入れ、50 mLの純水で溶かす。

(2) そこに2 mol / L NaOHを50 mLほど加え、水酸化銅（Ⅱ）の濃青色沈殿を作る。

(3) 吸引ろ過で水酸化銅（Ⅱ）の固体を得る。（濡れていてよい）（ここまでできている）
(4) 100 mL三角フラスコに水酸化銅（Ⅱ）を2 gほど取り、濃アンモニア水10 mLを加えゴム栓をして振り混ぜる。透明で深青色の溶液になる。
(5) このフラスコへ脱脂綿を少量加え、振り混ぜて溶かす。完全に溶けたところでまた少量加え、同様に溶かす。この操作を溶液全体がかなり粘性を帯びるまで繰り返し行う。（脱脂綿約0.2 gを使う） これが紡糸液になる。
2） 紡糸
(1) 傾けたバットに2 mol / L 硫酸を100 mLほど入れる。

(2) 駒込ピペットに紡糸液を吸い込む。（このとき粘性が強すぎるなら濃アンモニア水を加えて薄める）
(3) 駒込ピペットの先から小さな溶液の玉を作り、これを(1)の硫酸中に入れる。駒込ピペットの先にできた玉をピンセットで引っ張り出していく。
(4) しばらく放置し、繊維の青色が抜けたら水の入ったビーカーに移し、水洗いした後乾燥させる。
3） 片付け
銅イオンを含む液体は回収容器へ。各種ガラス器具は水道水で十分に洗う。流し横乾燥台に返却。
５　結果

4） シュワイツァー試薬の作成の様子と紡糸液の作成の様子
5） 紡糸の様子
６　考察

７　感想・反省

実験プリントへの記入で、実験レポートとしています。「５　結果」には事実（データ、色、音、臭い等）を記述し、「６　考察」には事実から考えられること、工夫、課題等を記述します。「５　結果」「６　考察」の内容、分量を元にレポート点をつけ、考査の点数に加算します。
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